
 

 

令和８年7月１日 認定こども園 菊水元町第二保育園 園長 伊藤文音 

いよいよ夏本番ですね！お外遊びが楽しい季節ですが、熱中症には特に注意が必要です。 

特に朝ごはんをしっかり食べていただくことで、汗で失われやすい水分・塩分を補給でき、熱中症の予防にも

つながります。ぜひ早寝早起き、朝ごはんを習慣づけて、元気に夏を乗り切りましょう！ 

 

 

〇伝染性軟属腫（みずいぼ） 

プールの水ではうつりません。ただし、タオルを介して 

うつることはありますので、必ず担任にお知らせください。 

水遊びの際は、ラッシュガードなどで患部を覆えるように 

ご準備ください。（患部から液が出ている場合は参加できません） 

 

➀伝染性膿痂疹（とびひ） 

かきむしったところから出る液、水疱内容などで伝染します。 

プールの水ではうつりませんが、触れることで症状を悪化させたり、 

他の人にうつしたりする可能性があるので、治るまでは水遊びはお休みしてください。 

②結膜炎 

プールで感染する代表的な結膜炎：咽頭結膜熱(プール熱)や流行性角結膜炎(はやり目)の場合は、登園にも 

医師の意見書が必要です。 

③その他、出血や浸出液がある傷がある場合や、体調不良の場合 

（参考：日本臨床皮膚科医会・日本小児皮膚科学会・日本皮膚科学会 資料） 

 

参加できます 

 

参加できません 

 

こんなときは水遊びしていい？ できない？ 

 

保育園での発熱について 

「朝、お家では熱がなかったのに登園してすぐ熱がでた」 

「保育園でお熱が出たのに家に帰ってきたら下がっていた」など、 

子どもの体温は急に上がったり下がったりします。 

年齢が低いと体温調節がしっかりとできずこのような状態になる事がよくあります。  

保育園では基本的に 37.5 度を超えた場合、まずお洋服や空調を調節して熱がこもらないようにします。 

その上で様子を見て、熱が下がらない場合はお迎えのご連絡をしています。 

お子さんが発熱した場合、お熱が下がってから 24 時間はおうちで様子を見ていただくようお願いしてい

ます。感染症が流行らないためにも、ご協力お願いいたします。 



環境
● 気温や湿度が高い
● 風が弱い
● 日差しが強い
● 閉め切った室内
● 車の中
● エアコンがない
● 急に暑くなった
● ベビーカー（地面からの照り返し）

主治医から
のひとこと

応急処置のポイント

家庭での事故（傷害）予防のポイント

意識状態が悪いときには、
救急車を呼んでください。

子どもは体温が上がりやすく、自分で予防できないことが多いため、熱中症になりやすいです。
熱中症になると、吐き気や大量発汗などの症状から、重度になると生命に関わることもあります。

わきの下 首 太ももの付け根
太い血管のあるところを冷やしましょう

冷たい濡れタオルで身体を拭きましょう

扇風機などで風を送り、涼しい場所に寝かせましょう

こまめな水分補給
（経口補水液や
スポーツ飲料など）
をこころがけ
ましょう

日差しや地面からの
熱から守り
こまめに日陰・屋内
で休憩しましょう

短時間でも
車内など
暑い環境に
置き去りに
しないように
しましょう

屋内では適切に
クーラーを使用
しましょう

日頃から
暑さに慣れて
おきましょう

子どもの異変に
敏感になりましょう

気温と体温に合わせて
衣類を調節
しましょう

夏の車内に閉じ込め Injury Alert（傷害速報）　No.43 事例 2　
1歳の男の子　8月末の朝9時半頃、日陰の無い駐車場で乗用車内に閉じ込められた。
ガラスを割って救出されるまでにぐったりし体温39.9℃に上昇した。

実際に
あった事例

熱中症熱中症
からだ
● 高齢者、乳幼児、肥満
● 持病がある人
● 低栄養状態
● 脱水状態（下痢など）
● 体調不良（寝不足など）

行動
● 激しい運動
● 慣れない運動
● 長時間の屋外作業
● 水分補給が
　 自分でできない

● 頭痛
● 吐き気
● だるい

● よびかけに反応しない
● まっすぐ歩けない
● 高体温

熱中症を
疑う症状

● めまい
● 失神

● 筋肉痛
● 筋肉のこむら返り

重症


